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1.家 庭 と い う 〈問 題 〉
家 庭 と教 育 を め ぐ る諸 問 題
家庭 と教 育 とのつ なが りは単 純 で は な い。 教 育 学 は これ まで 、社 会 学 や心
理 学 、 医学 な どの知 見 を取 り入 れ な が ら、 「社 会化 」(socialization)と そ の一
環 と して の 「しつ け」、社 会 化 のエ イ ジェ ン トと して の親 、父 親 ・母 親 の役 割 、
親 の養 育 態 度 と子 ど もの 性 格 形成 、 過 保 護 や 過 干 渉 、 初 期 発 達 に お け る母 性
的 養 育 の 大 切 さ、 厂愛 着 」(attachment:J.Bowlby)や 「基 本 的 信 頼 」(basic
trust:EH.Erikson)、 そ れ らの 欠 如 と し ての ホ ス ピ タ リズ ム(hospitalism:
最 初 、 乳 児 院 な どのhospital(施 設)で 、子 ど も の成 育 の 遅 れ な どが 見 出 さ
れ た こ とか ら、こ う呼 ば れ た。)や マ ター ナ ル ・デ プ リ ヴ ェイ シ ョ ン(matemal
deprivation:母 性 的養 育 の 剥奪 ・喪 失)等 々 につ い て 語 って きた 。 あ る い は
また 、 人 間形 成 の場 と して家 庭 ・学校(に 代 表 さ れ る教 育 施 設)・(地 域)社
会 の 三 つ を考 え、 家 庭 にお け る教 育 を、 「第 一 次 集 団」(primarygroup)に お
け るイ ンフ ォーマ ル な教 育 、 多 くの 部分 が無 意 図的 な教 育 と特徴 づ け て、 こ
れ を人 間形 成 の基 盤 を なす もの と し、 同 時 に、 そ れ と学 校 や 社 会 で の意 図的
な教 育 との役 割 分 担 や 有 機 的 な連携 につ い て論 じて きた。
以 上 の よ うな語 り口 は今 なお 一 定 の有 効 性 を保 持 して い る。 しか し、 今 日
で は 、 そ れ らが 暗 黙 の う ち に前提 と して い た もの の 自明 性 が 疑 わ れ て い る。
す な わ ち 、 形 態 と して は 「核 家 族 」(nuclearfamily:G.PMurdock)、 メ ン タ
ル な面 で は、 男 女 間 ・夫 と妻 の あ い だの 性 愛 に基 づ く近 代 的結 婚 、 両 親 と子







失 う こ とに よっ て、 論 自体 の 足 許 が掘 り崩 されつ つ あ るの で あ る。
さ らに、 今 日で は、 実 態 と して 、 家庭 ・家 族 の崩 壊 や 解 体 、 病 理 や 逆 機 能
を示 す か の よ う な 現 象 が 噴 出 し て い る。 例 え ば 、DINKs(DoubleIncome
NoKids:二 人 と も働 い て 収 入 を得 て 、子 ど も はつ く らな い夫 婦 家 族)、 「ホ
お この ぎ けい こ
テ ル家 族 」(小此 木 啓 吾(1930-)の 命 名 。 お 互 い に無 関 心 で 干 渉 しあ わ ず 、
家 庭 を休 養 の 場 所 、 思 い の まま のサ ー ヴ ィス を受 け る こ との で きる ホ テ ル と
見 な して い る家 族)、 家 族 な らぬ 「個 族 」、 同 性 ど う しの"結 婚"、 あ る い は
また、 育 児 不 安 や 育 児 ノ イ ロー ゼ に と どま らず 、 家 庭 内 で の幼 児 虐 待 とそ れ
が 引 き起 こ す 「解 離 性 同 一 性 障 害 」(dissociativeidentitydisorder:従 来 、 多
重 人 格 症multiplepersonalitydisorderと 呼 ば れ て きた もの)、 「ア ダ ル ト ・チ
ル ドレ ン」(adultchildren略 してAC。 ア ル コ ー ル依 存 症 な どの 親 に よる 、 家
族 関 係 の う ま くい か な い家 庭 に育 った 人)と そ の家 族 間 の 「共 依 存 」の 関 係 、
摂 食 障 害(過 食 と拒 食)や 家 族 の 団 欒 を忘 れ た 「孤 食」(また は個 食)、 家 庭
内暴 力(domesticviolence略 してDV。 子 か ら親 へ の暴 力 だ けで な く、近 年 、
日本 で も、 男(夫)か ら女(妻)へ の暴 力 が 問題 化 して い る。)、引 きこ も り
(閉 じ こ も り)、 等 々 で あ る 。
家 庭 と教 育 をめ ぐっ て は 、 次 の よ うな 問題 もあ る。 一 方 で、 少 子 化 が す す
む な か、 家 庭 の 教 育 力 の 低 下 が 指摘 さ れ る か た わ ら、 す さ ま じい勢 い で 早期
教 育が 家 庭 に侵 入 して きつ つ あ る 。胎 児 教 育 ま で もが 産 業化 され、 子 ど も は
この世 に誕 生 す る以 前 か ら"教 育"の 対 象 とな る。 他 方 で 、 生 涯教 育 ・生 涯
学 習 が 唱 え られ る か た わ ら、 高 齢 化社 会 の 急 激 な到 来が 〈介 護 〉 とい う課 題
をわ れ わ れ に突 きつ け て い る。 も っ と も、 考 えて み れ ば、 子 ど もの 養 育 と高
齢 者 の 介 護 とは 、 人 間 に対 す るケ ア と して 、 本 質 的 に 共通 す る もの が あ る の













っては問題現象が生 じる"と いうような枠組みを脱 し、"現象 とし
ては現われなくても、家庭は根本的に同質の問題を抱えている""家庭 ・家族
そのものが原理的に問題なのだ"と いう認識に立たなければならない。そこ
において必ずしも教育が成立しないばか りか、子 どもの人格 を破壊 し、"魂
の殺人"(A・ ミラーの著書の邦訳書名)さ え犯しかねないもの、それが家庭




てしまうのか。"母 の愛"や"家 族の絆"を 公理 とせず、美化 ・神聖化 しな
いで、家族と家庭 というものを根本から捉え直す ことが求められる。そして、
"家庭では何 を教えなければならないか""子 どもが学校に上がる前に何 をし








































ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘへ
採集にしても、その時その場で自分の食欲 を満たして終了というわけにはい
ヘ ヘ ヘ ヘ へ
かない。あらか じめ自分一人の必要分以上に取 り、 しかもそれを持って帰っ
ヘ ヘ へ
てあとで分配 しなければならない。つまり、〈分配〉行動が成立するには、



















進展 した20世紀中葉のアメリカ社会において核家族が孤立 したあ りさまを見
出し、そのような社会における家族の機能は、社会のための機能としてでな


















問題の焦点は、ジェンダー(gender:生 物学的性差すなわちsexと 区別 さ
れる、社会的・文化的に構成 ・規定された性差の観念。わか りやす く言えば、




















れている。(山極寿一(1952-)は 、すでにゴリラの"父 親"に も、子 どもを
あや し、子どもと遊び、みなしごの面倒まで見る、養育者の姿 ・「父性行動」
を見出 している。)

















































そのまま、ヒ トの 〈生〉の根源的な形式、すなわち人間が人間として生 きる
形なのであって、しかもそこでは性 と世代を異にする個人が、異なったまま
に結びつ くのである。この意味で、家族 とは、人間の 〈共同〉的存在の根本
様態、根本形式なのである。
4.生 活 の変 化 と家庭 の空洞 化
"裸の家族"
「家族」には輪郭 と構造がある。だか ら家族は、比較的その形 をつかまえ
やすい。これに対 して、「家庭」はつかみどころがない。実体的に捉えに くい。
もと
























まっているのである。"家族の絆"と いい"紐 帯"と いうが、実質的な 〈生〉














化 しているのである。(こ の状況において、さきに述べた集団の機能要件 と
しての1とLが 突出してくる。ちなみに 「友達夫婦」や 「友達親子」はその

















関心事は個人生活上の 〈利便〉に移る。人間として生きてい くこと ・生その
ものが、〈個人〉を基点 とする欲求充足の行動体系に還元されてい く。家庭が、
その欲求を満たす機能を果たして くれる、便利な 〈施設〉 となる。家庭が





結びつきとしての家族は結びつ く必然性を失って 「ホテル家族」化 し、家庭
は内的に崩壊する。"豊 かな"時 代における家庭生活の外部化 ・外注化 と個
お
別化 ・個人化 とが、家庭の空洞化をとめどなく推 し進めているのである。





醸 し出される。関係やかかわ りの在 りようまで含んで、〈場〉なのである。
例えば、「あたたかい家庭」 と言ったとき、すでに 家屋 に付設された暖
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房 設備 の こ とで は な くて 、 この、 家 庭 内の 人 間 関係 の 親密 さや寛 い だ雰
囲気 、 ゆ っ た りした 時 間の 流 れ 、 な どに つ い て 語 っ て い るの で あ る。 「家 庭
的 な 雰 囲気 」 とい う言 い 回 し もあ るが 、 事 柄 の 連 関 は む しろ 逆 で あ っ て、 こ
の 雰 囲 気 ・空 気 こそ が 家 庭 の本 質 だ と さ え言 っ て よい 。(こ れ と響 き あ う文
脈 にお い て、 ボ ル ノ ウ(0.EBollnow,1903-1991)は 、 教 育 的 関 係 の 成 立 を
支 え る 人 間 学 的 基 底 と し て の 情 感 的 な 諸 前 提 を 「教 育 的 雰 囲 気 」(die
p臈agogischeAtmosph舐e)と 呼 ん だの で あ った。)
さ きほ ど も述 べ た よ う に、 現代 社 会 にお い て 家 庭 は、 食 事 ・睡 眠 ・排 泄 ・
入 浴 ・セ ック ス と、 休 息 ・寛 ぎ ・憩 い ・娯 楽 の場 と な って い る。 この こ とは
しか し、 嘆 か わ しい事 態 と して で は な くて、 む しろ家 庭 とい う場 の特 質 あ る









































ば"こ れが私のしつけのや り方だ"と いうふうに)意 識の中ではあらかじめ
正当化された"優 しい暴力"、 あるいは、「ダブル ・バインド」(doublebind:
GBateson)や"魂 の殺人"が 生 じうるのであるし、同時に、それに もかか
わらず、"親 とはこういうもの"と いう刷 り込みが行なわれ、子どもは親と
の関係のダイナミクスのなかで自分の位置どりや振舞い方を見出し、その親
との関係の在 りようその ものを身を以て"学 習"し てしまうのである。だか
らこそ、結果として、大人 となったその子が悲惨な親子関係 を 〈繰 り返し〉
てしまうのである。幼児虐待やACが 親子のあいだで 〈再現〉〈再演〉 される
のは、このような事情による。家庭とは、実に、両刃の剣であると言わねば
ならない。しかし、この悪循環を脱するみちはないのか。
6.家 庭 教育 の原理 的基底 と して の 〈ケ ア〉
〈ケア〉の場としての家庭
さきにわれわれは、家族成立の根底に く他の家族メンバーに対する顧慮 ・

















である。逆に言えば、「世話」の根本 に、相手に 〈こころを寄せ る〉という
ことがなくてはならない。人に対する 〈ケア〉においては、相手の 〈存在〉
にこころを寄せるということ、すなわち 〈存在 に対する配慮〉が核心をなす
のである。(念 のために言い添えてお くが、これは、ケアする側の 〈禁欲〉
や 〈自己犠牲〉とは無関係である。)
家庭とは、もともと、人がそこで生まれ ・育ち ・老い ・死ぬ場であった。
人生の場と言ってもよい。ところで、人の一生のありさまをつぶさに見れば











われわれに教えて くれた。現代の 「ホテル家族」は、その内部に 〈ケア〉と
いう原理を欠いている。みんなが若 くて健康なうちはよい。 しか し、早晩、
ヘ へ
家 庭 の 外 に、 老 人 と な った 家 族 の 〈介 護 〉 の た め の 施 設(hospita1)を 必 要


















と冒険の旅を開始する。さまざまな体験 を積み重ね、新 しい 「世界」 と 「自










子 どもというものが"授 かる"も のから"つ くる"も のになってすでに久






れば、家庭 も子育ても、一切が親 〈個人〉の恣意によることと成 り果てるの
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